
事 10-1-1 

10 磁界 

10-1 磁界に関する基本的な内容について 

磁界に関する基本的な内容については、平成 24 年度及び平成 25 年度に開催した「中央新幹

線計画の説明会」において以下のとおり説明を行っている。 

 

10-1-1 磁界とは 

電線などに電流が流れると、左側のイメージのように、その周りには電界が発生する。 

また、下記のイメージのように磁石の周りには「磁界」が発生する。また、電流が流れてい

る導体の周りにも「磁界」が発生する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       電界                    磁界 

図 10-1-1 電界・磁界のイメージ 

（出典：環境省環境保健部環境安全課「身の回りの電磁界について」(平成 24 年 3 月)） 

 

10-1-2 リニアの磁界について 

電界や磁界が変化する度合のことを周波数（１秒間に何回変化するかを表わす値）という。

環境省の資料「身の回りの電磁界について」によれば、電界や磁界は、図 10-1-2 のとおり、

周波数が高い領域から順に、エックス線などの「放射線」、太陽光などの「光」、携帯電話や

ラジオなどの「中間周波・高周波」、そして 50Hz や 60Hz の家電製品などは「超低周波」に分

類される。超電導リニアからは主に、0～12Hz の非常に低い周波数の磁界が発生する。これは、

携帯電話と比べると大幅に低い周波数となっている。 
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図 10-1-2 周波数ごとの電磁界の分類 

（出典：環境省「身の回りの電磁界について（電磁界の分類）」に基づき作成） 

 

10-1-3 磁界による人体への影響 

WHO（世界保健機関）による磁界の影響に関する見解によると、図 10-1-3 のように、非常

に強い磁界の中では、体内に電流が誘導され、この電流によって、人の神経や筋肉を刺激する、

「刺激作用」と呼ばれる現象など、人体への何らかの影響が生じることがある。 

また、物理学の法則（ファラデーの法則、マクスウェルの電磁方程式など）により、磁界の

強さと周波数に応じて、誘導される電流の大きさは変化する。例えば、磁界の強さが強いほど、

また、周波数が高いほど、誘導される電流は大きくなる。 

 

 

図 10-1-3 磁界の人体への影響のイメージ 

（出典：WHO ファクトシート 322 より一部引用、要約して記載） 

 

10-1-4 超電導リニアによる磁界の主な発生源 

超電導リニアから発生する磁界の主な発生源は、車両に搭載された超電導磁石である。また、

地上に設置された浮上案内コイルや推進コイル、それに接続するケーブルなどからも磁界は発

生するが、超電導磁石による磁界に比べて非常に小さなものである。 
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図 10-1-4 超電導リニアによる磁界の発生源 

 

10-1-5 線路外への磁界 

超電導リニアから発生する磁界とは、車両の台車部に搭載された超電導磁石がリニア車両と

一緒になって通過する際に発生する磁界のことをいう。走行中の列車から発生する磁界のイメ

ージを図 10-1-5 に示す。 

地上の測定点から見て、超電導磁石が１つ近づいて、離れていく時には、測定点における磁

界の強さは、右側のイメージ図のように、ゼロから上昇していき、最も近づいた時がピークと

なり、離れていくに従って、低下していく。 

 

 

図 10-1-5 走行中の列車から発生する磁界のイメージ(超電導磁石が 1 つ通過する場合) 

 

超電導磁石が連続して通過する場合には、超電導磁石が一つ通過する毎にこうした波が繰り

返され、超電導磁石が近づく毎に、磁界の強さは強弱を繰り返す。 

例えば、時速 500km で、16 両編成の列車、長さにして約 400m が通過する場合は、通過時間

は約 3 秒間となるが、超電導磁石が取り付けられている台車は、車両の連結部 15 箇所と、1

号車、16 号車にそれぞれ搭載されており、計 17 個あるため、この場合、発生する磁界は約 3

秒間に 17 回、強弱を繰り返すことになる。 

1 秒あたりでみた場合は約 6 回通過することになるため、周波数は約 6Hz となる。イメージ

を図 10-1-6 に示す。 

また、速度によって周波数は変化する。速度が速いほど、1 秒間に来る波の数も多くなり、

周波数も高くなる。 
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なお、沿線で止まっている人間から見た場合の最大は、時速 500km で約 6Hz となるが、車内

のお客様から見た場合は、すれ違い列車からのものが最大となり、相対速度で時速 1,000km

となるため倍の周波数の約 12Hz となる。 

 

 

図 10-1-6 走行中の列車から発生する変動磁界のイメージ 

 

一方で、距離による磁界の変化としては、物理学の法則（ビオサバールの法則など）では、

ある程度、距離が離れている場合、超電導磁石からの距離の概ね 3 乗に反比例して低減する。

ここで「ある程度距離が離れている」とは、磁石の大きさ程度以上の距離のことを意味する。 

図 10-1-7 のように、リニアから遠くなるに従って、磁界の強度は急激に低減していく。具

体的には、距離が 2 倍であれば、磁界の強さは 1/8（3 倍であれば 1/27）となる。図の青丸と

緑丸の測定点の例では、距離の割合に対して減少割合が大きくなる。 

 

 

図 10-1-7 走行中の列車から発生する変動磁界のイメージ 
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10-2 磁界の測定結果について（公開測定データ） 

山梨リニア実験線の沿線における磁界の測定データについては、環境影響評価準備書におい

て、測定点 1（超電導磁石から水平 6m の位置：付属資料 4 を参照）で 0.19mT、測定点 2（高

架下 8m の位置：付属資料 8 を参照）で 0.02mT という結果を提示した。本測定データ自体は、

平成 9 年 3 月に山梨県及び山梨大学の立会いのもとに当社が計測したものであり、平成 10 年

6 月の（公財）鉄道総合技術研究所の論文”Environmental Magnetic Fields in the Yamanashi 

Test Line, T.SASAKAWA et al, QR of RTRI, Vol.39, No.2”（付属資料 1 を参照）にて報告

された公知のものである。 

 

また、山梨リニア実験線において、平成 25 年 12 月 5 日に沿線各都県市（東京都、神奈川県、

川崎市、横浜市、相模原市、山梨県、静岡県、静岡市、長野県、岐阜県、愛知県、名古屋市）

の環境審査会と自治体担当者の計 20 名及び報道各社の立会のもと、公開で実施した測定作業

において計測した磁界データを付属資料 2～12 に示す。測定方法については、鉄道に関する技

術上の基準を定める省令等の解釈基準の一部改正について（平成 24 年 8 月 1 日国鉄技第 42 

号）」によって通達された「特殊鉄道告示の解釈基準」に規定された IEC62110(2009)及び

IEC/TS62597(2011)に則っている。 

 

平成 25 年 12 月 5 日の磁界測定公開時の測定結果の有効性については、付属資料 2 にも記載

があるが、次のように公知の事実となっている。 

・当社の測定方法が国際基準に則った適切なものであることを、電磁気学の専門家にご確認

頂いた、具体的には愛知県環境影響評価審査会リニア中央新幹線部会委員の藤原修・名古屋工

業大学名誉教授（電磁環境工学）から、国際基準に則った方法により測定していること、測定

方法に問題ないとのコメントを頂いており新聞等で報道もなされている。 

 

また、環境影響評価準備書における実測値の有効性についても、次の事実から明らかである。 

・環境影響評価準備書の測定点 1（超電導磁石から水平 6m の位置：付属資料 4 を参照）及

び測定点 2（高架下 8m の位置：付属資料 8 を参照）の山梨県及び山梨大学立ち会いによる実

測値に対して、上記のとおり測定方法の有効性が確認された中で行われた平成 25 年 12 月 5

日の磁界測定の公開における測定値は同等（測定点 1＝0.19mT（準備書)、0.19mT（公開時測

定値）、測定点 2＝0.02mT（準備書）、0.021mT（公開時測定値））であり、値が一貫してい

ることを確認し、準備書に記載の実測値についても改めて有効性を確認した。 
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なお、各付属資料の内容及びその測定箇所については下記のとおりである。 

付属資料 1 山梨リニア実験線における沿線磁界に関する論文 

付属資料 2 超電導リニアの磁界測定データについて 

付属資料 3 測定地点図 

付属資料 4 測定地点Ⅰ―都留保守基地 

・環境影響評価準備書に記載の実測値測定点 1（超電導磁石から水平 6m 地点） 

付属資料 5 測定地点Ⅱ―車両基地近傍 

・浅深度地下トンネル模擬点・・・トンネル上の土被り約 2m 地点の地上高さ 0.5m 

付属資料 6 測定地点Ⅲ―乗降装置・車内 

・駅の乗降装置内（高さ 0.5, 1.0, 1.5m の最大値） 

・超電導リニア車両内（出入台、貫通路、客室 2 か所の各箇所における高さ 0.3, 1.0, 1.5m

での最大値） 

付属資料 7 測定地点Ⅳ―都留市大原 

・環境影響評価準備書に記載の予測値予測地点 02・・高架橋高さ約 25m 地点の地上高さ 1.5m 

付属資料 8 測定地点Ⅴ―大月市初狩 

・環境影響評価準備書に記載の予測値予測地点 03・・高架橋高さ約 5m 地点の地上高さ 1.5m 

・環境影響評価準備書に記載の実測値測定点 2（高架下 8m 地点） 

付属資料 9 測定地点Ⅵ―大月市黒野田 

・大深度地下トンネル模擬点・・・トンネル上の土被り約 37m 地点の地上高さ 0.5m 

付属資料 10 (参考資料 1)磁界に関わる法令等及び当社の考え方 

付属資料 11 (参考資料 2)使用した磁界の測定機器と数値の読み取り 

付属資料 12 (参考資料 3)磁界測定作業公開時の配布資料に記載した 12/4 測定データ 

 

資料の測定結果の内、×印を付している箇所は運営上の時間的な制約から、12/4 及び 12/5

の測定を行わなかった箇所である。 

 

なお、心臓ペースメーカ等への対応について、当日の測定結果をもとに整理した結果を付属

資料 13 に示す。 

 

付属資料 13 (参考資料 4)心臓ペースメーカ等への対応について 
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山梨リニア実験線における沿線磁界に関する論文 

 

付属資料 1 
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